
～
暮

ら
し

と
明

あ

日
す

を
彩 い

ろ
どる

清
流

の
里

～

コ
ス

モ
ス

の
ま

ち
大

樹

広
報
た
い
き
　
N
o
.６
５
８

2
0

2
3
 2.

今
月
の
表
紙
は
、
１
２
月
１
１
日
に
開
催
さ
れ
た
海
産
物
即
売
会
の

１
枚
で
す
。
テ
ン
ト
前
に
は
真
冬
の
厳
し
い
寒
さ
を
我
慢
し
な
が

ら
、
毛
が
に
・
新
巻
さ
け
・
し
し
ゃ
も
な
ど
、
大
樹
産
の
海
産
物

を
買
い
求
め
る
長
い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

灯
台
ツ
ブ
の
つ
か
み
ど
り
は
、
１
回
５
０
０
円
と
、
か
な
り
お
得
で
、

４
０
個
以
上
持
ち
帰
っ
た
強
者
も
い
ま
し
た
。「
我
こ
そ
は
！
」
と

い
う
方
は
、
次
回
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

冷
え
た
体
に
染
み
渡
る
無
料
配
布
の
ア
ツ
ア
ツ
「
海
鮮
味
噌
汁
」

も
大
好
評
で
し
た
。
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大
樹
町
は
た
ち
の
集
い

　

令
和
５
年
大
樹
町
は
た
ち
の
集
い
が
１

月
８
日
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

二
十
歳
を
迎
え
た
３６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

来
賓
や
ご
家
族
な
ど
、
お
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
多
く
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら

行
わ
れ
た
式
典
は
、
実
行
委
員
の
鎌
田
夢

乃
さ
ん
、
仲
澤
雅
也
さ
ん
の
司
会
で
進
め

ら
れ
、
伊
勢
詠
祐
さ
ん
が
「
新
世
代
の
ホ

ー
プ
と
し
て
若
者
ら
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

あ
ふ
れ
る
行
動
力
で
、
大
樹
町
は
も
と
よ

り
日
本
あ
る
い
は
世
界
の
発
展
と
平
和
に

貢
献
で
き
る
人
材
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」と
は
た
ち
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

佐
藤
正
眼
さ
ん
が
、「
飲
酒
運
転
を
せ

ず
交
通
安
全
に
努
め
ま
す
」
と
交
通
安

全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
旧
友
と
の
再
会

に
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
育
て
て
く

れ
た
方
々
へ
の
感
謝
と
、
今
後
の
希
望

を
胸
に
、
新
た
な
道
に
向
か
っ
て
力
強

く
歩
み
始
め
ま
し
た
。

笑顔で司会進行する、鎌田夢乃さんと仲澤雅也さん

はたちの誓いを述べる伊勢詠祐実行委員長

受付の様子

大
海
原
に
夢
と
希
望
を
乗
せ
出
航

スーツ姿が凛々しいですね



3 TAIKI

仲澤　雅也 中山　翔太戸水　未生 野澤　竜星丹羽　彩華 播間　琉都

内田　早紀上野　亜依伊藤　蓮石橋　亜美 伊勢　詠祐 大木　来斗

大林　朝音 大林　和輝大庭　光偉 岡本　一馬 小川　愛 小原　莉子

佐藤　正眼 髙杉　虎大朗 髙杉　菜羽澤尾　奎輔 鈴木　菜月 椿　雄吾

鎌田　夢乃 工藤　滉稀 小島　壱斗川股　夢茄 木戸　彩乃 小松　愛子

前山　要廣瀬　結菜 藤巻　楓 山﨑　怜央武藤　楓花 山下　瑠那
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《
北
海
道
知
事
》　

▼
功
労
章

　
分
団
長
　
　
姉
　
崎
　
一
　
三
（
第
三
分
団
）

▼
永
年
勤
労
章
30
年

　
分
団
長
　
　
金
　
平
　
誠
　
治
（
第
一
分
団
）

▼
勤
労
章
20
年

　
班
　
長
　
　
岡
　
本
　
　
透
（
第
三
分
団
）

　
団
　
員
　
　
坂

井

正

剛
（
第
二
分
団
）

▼
勤
続
章
10
年

　
団
　
員
　
　
若
　
宮
　
隼
　
人
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
金
　
丸
　
寛
　
樹
（
第
三
分
団
）　

　
団
　
員
　
　
吉
　
田
　
泰
　
裕
（
第
三
分
団
）

　《
北
海
道
消
防
協
会
》

▼
功
績
章

　
分
団
長
　
　
髙
　
橋
　
勝
　
則
（
本

部
）

　
分
団
長
　
　
金
　
平
　
誠
　
治
（
第
一
分
団
）

　
副
分
団
長
　
神
　
山
　
宏
　
仁
（
第
一
分
団
）

▼
30
年
勤
続
章

　
分
団
長
　
　
金
　
平
　
誠
　
治
（
第
一
分
団
）

▼
20
年
勤
続
章

　
班
　
長
　
　
岡
　
本
　
　
透
（
第
三
分
団
）

　
団
　
員
　
　
坂
　
井
　
正
　
剛
（
第
二
分
団
）

　
団
　
員
　
　
齊
　
藤
　
　
勲
（
第
二
分
団
）

▼
10
年
勤
続
章

　
団
　
員
　
　
若
　
宮
　
隼
　
人
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
金
　
丸
　
寛
　
樹
（
第
三
分
団
）　

　
団
　
員
　
　
吉
　
田
　
泰
　
裕
（
第
三
分
団
）

《
北
海
道
消
防
協
会
十
勝
地
方
支
部
》

▼
功
労
章

　
部
　
長
　
　
加
　
藤
　
康
　
浩
（
第
一
分
団
）

　
部
　
長
　
　
上
　
田
　
靖
　
浩
（
第
一
分
団
）

▼
25
年
勤
続
章

　
部
　
長
　
　
加
　
藤
　
康
　
浩
（
第
一
分
団
）

　
部
　
長
　
　
上
　
田
　
靖
　
浩
（
第
一
分
団
）

▼
15
年
勤
続
章

　
班
　
長
　
　
一
　
戸
　
　
勉
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
高
　
橋
　
秀
　
昌
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
林
　
中
　
昌
　
博
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
高
　
田
　
大
　
樹
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
水
　
沼
　
竜
　
太
（
第
一
分
団
）

▼
５
年
勤
続
章

　
団
　
員
　
　
安
　
田
　
尚
　
弘
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
辻
　
本
　
涼
　
悟
（
第
二
分
団
）

　
団
　
員
　
　
和
　
田
　
英
　
樹
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
七
　
海
　
智
　
貴
（
第
一
分
団
）

　
団
　
員
　
　
近
　
藤
　
量
　
政
（
第
一
分
団
）

　

式
典
で
酒
森
町
長
か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

平穏願い職務遂行の「決意」新たに

　１月６日、新春恒例の大樹消防団出初式を執り行い、団員６５人、来賓３２人が一同に会し、今年一年
の無火災・無災害を祈願しました。式典では、酒森町長から団員に対し、日頃の訓練と日夜の献身的災
害支援活動への感謝の言葉が述べられ、永年功労章の伝達を行いました。
　金丸団長は、「多様化する災害に対応するため地域との連携を深めて防災体制を堅持し、日々訓練に励
みながら技能向上に努め住民の期待に応えていきたい」と、団員の士気高揚と職務遂行の決意を述べました。

歳
末
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

１２
月
２６
日
～
３０
日
ま
で
、
夜

の
８
時
過
ぎ
か
ら
就
寝
前
の

防
火
を
呼
び
か
け
る
た
め
、

各
分
団
で
全
町
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

消防車で警鐘しながら防火を呼びかけ

安
心
と
安
全
を
守
る
た
め

火
の
用
心
！！
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　１２月２日、浜大樹・更生・旭・中島・美成・生花・晩成地区を対象に、震度７の地震が発生し、太平
洋沿岸に大津波警報が発表されたと想定し、総合防災訓練を実施しました。
　訓練は１０時３５分の避難指示発令とともに開始され、防災無線を聞いた各家庭から迅速に避難する自
動車が次々に避難所へ向かい、消防・警察車両が巡回して高齢者や逃げ遅れた方を避難誘導しました。
　地域住民、大樹漁協、警察署、陸上自衛隊第５旅団第４普通科連隊、北電ネットワーク、赤十字奉仕
団のご協力と町職員あわせて約１８０人が万が一の災害に備えて真剣に取り組み、２０分程度で７６人が各
避難所への避難を完了、非常食を試食して訓練を終了しました。
　今回の訓練は、道路寸断も想定し、徒歩での避難体験のほか、関係機関への災害派遣要請、通信伝達
訓練に加え、歴舟・中島地域コミュニティーセンターでは、体育館で簡易ベットやテントの設営も同時に
行い、有意義なものとなりました。
　普段からの災害に対する心掛けはもちろんですが、津波警報が発令された際は、ご近所と声を掛け合
いながら、迷わずに一刻も早く高い場所に避難することが重要です。沿岸地域に限らず、救援物資が届
くまで自力で持ちこたえるための「水と非常食」は、各ご家庭で準備しておくことも大切です。

何より 命を守る行動 最優先に地震津波避難訓練 本番さながら

職
員
の
人
事
異
動

自衛隊の車両炊き出し訓練も実施

町内一斉エリアメ
ール

で避難指示を送信

プライベート空間用テントの
設営も実施

自衛隊が逃げ遅れ避難者を救助 町長からハザードマップの説明も

避難所へ向かう地域住民 避難所受付の様子

　１月１日付人事発令　※かっこ内は前任
【町営牧場】　
管理係長　　　　　　紺野勇吉　（管理係長兼業務係長）
業務係長　　　　　　髙松邦彦　（管理係兼業務係主任牧場作業員）

【町立病院看護科】
看護師主幹
看護係看護師長事務取扱　 森本貴子　（看護係看護師長）
看護師主幹
看護係看護師長事務取扱　 木田朱美　（看護係看護師長）
看護係看護師長　　　　　 佐野友恵　（看護係主査）

【町立病院栄養科】
給食係調理員　　　　星田幸斗　（事務局医事係医療事務員）

　退職
１２月３１日付
　【町立病院看護科看護係】
　　看護師長　　谷さやか
　　主任主査　　中野裕理子
　【町立病院栄養科給食係】
　　主任調理員　阪井美紀
　　主任調理員　中山美穂

▼▼
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民生委員・児童委員

 【お問い合わせ先】

保健福祉課福祉係

電話６－４８３３

地 域 の 身 近 な 相 談 役

民生委員・児童委員とは

あなたの地域の担当民生委員・児童委員

　（敬称略、下段は担当地域・連絡先）

佐 川　ち づ る
美成、浜大樹

☎７－７２３５

遠 藤　廣 司
更生、下芽武、芽武
☎７－７００４

尾 藤　宏 樹
双葉町

☎６－３７１５

細 田　洋 子
萠和、松山、下大樹
☎６－３０６１

羽 馬　良 子
西本通

☎６－２１８２

田 中　真 喜 子
緑苑、緑町

☎６－４６６３

五 十 嵐　忠 孝
柏木町

☎６－４２３１

嶋 谷　眞 喜 子
新大樹

☎６－３０２４

岡 本　さ ゆ り
尾田、拓北、豊里
☎７－５０５５

阿 曽　眞 由 美
本 町

☎６－４３０１

林 中　 保
生花、晩成

☎７－８６７７

戸 水　啓 悦
東和、大和、上大樹、中大樹
☎６－５２２３

中 元　義 弘
開進、石坂、上中島
☎６－３５８３

佐 藤　容 子
松並町、振別

☎６－２７６３

山 下　喜 吉
拓進、あい川、大光

☎７－５２１２

松 本　麻 美
全 町

☎６－４３７６

木 戸　清 美
全 町

☎６－４７４８

　「民生委員」は、地域福祉増進のため、地域住民の立場で生活や福祉全般に関する相談・援助活動を行い、
みなさんの暮らしをサポートする方々です。
　また、民生委員は「児童委員」も兼ねており、妊娠中の心配ごとや子育ての不安に関する相談や
支援も行います。民生・児童委員の中には、児童福祉を専門に担当する主任児童委員がいます。
　民生・児童委員は、地域住民の身近な相談相手となり、問題が生じた場合に適切な機関に橋渡し
をする「パイプ役」を務めます。
　民生・児童委員には守秘義務があり、個人の秘密は固く守られます。相談内容が漏れることはあ
りませんので、気軽にご相談ください。

　全国一斉に民生委員・児童委員の改選が行われ、大樹町内の２１名の方が厚生労働大臣から委嘱さ
れました。それぞれ担当地域が決められており、令和４年１２月１日から３年間、暮らしに関する心
配に応じ、さまざまな支援活動を行います。

主 任 児 童 委 員

後日お知らせ
麻 友

た

だ

い

ま

選

任

中

八 巻　昌 子
日方、中島、旭
☎６－３９７３

川 田　司 壽
南 町

☎６－５２９０
子

育

て

家

庭

の

相

談

に

応

じ

、

子

ど

も

た

ち

の

健

全

な

成

長

に

つ

な

が

る

活

動

を

行

い

ま

す

。

西 谷　恵 美 子
新 通

☎６－４３９１

森 　博  之
寿町、鏡町

☎６－４１３９
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　広聴手紙などで町に寄せられたご意見やご要望について、内容を要約してお知らせします。
　住所と記名のある方には、回答を送付しています。「こんな制度があったら良いな」「こうしたら、もっ
と良くなるのにな…」など、今後も住み良い町づくりのヒントになるような皆さまからのご意見をお待
ちしています。

大雨が降ると、自宅前の雨水ますから水が
あふれる。清掃はしているの？

声

全町を地域ごとに管理し、順次清掃作業を
行っています。大雨予報の際は、事前清掃
なども行っています。

答

新庁舎の案内表示がわかりにくく、
職員は笑顔もなく不親切

声

答 ご意見を真摯に受け止め、庁内全職員で共有
しました。今後も全体の奉仕者として努めて
まいります。

萠和山のハナミズキとヤマボウシが素晴
らしいので、もっと PR しては

声

答 現地確認したところ「ベニヤマボウシ」の
可能性が高いです。来年の開花時期には、
広く皆さまにお知らせします。萠和山は桜
や水芭蕉も見られるので、季節ごとのお花
をお楽しみください。

町道全路線の早期舗装化と歩道整備を
声

答 大樹町は面積が広く、道路整備には巨額の
費用が必要なため、一度に整備することが
困難です。主要路線から順に毎年計画的に
整備を進めています。

自宅前の街灯が暗いので明るくしてほしい
声

答 ご要望の地域は、こども園の送迎路にも
なっているため、明るいものに交換します。

PG 場の芝が長く、管理が行き届いていない

答 燃料費高騰のため指定管理者も苦慮しました。
限られた予算の中でご意見もお聞きしながら、
次年度以降検討します。

声

柏林公園まつりのお楽しみ抽選会で、１人
で複数枚の抽選券を持っている人がいたの
で１人１枚にする工夫を

声

答 次期開催に向け、配布方法などについて
関係者で検討し、より良いイベントにな
るよう努めます。

貴重なご意見 ありがとうございます

給食の食べ残しを減らす工夫をしては？
声

答 欠席者の調整を行うとともに食育を通じて
「食の大切さ、生産者への感謝」を伝え、
食べ残しの減量化に努めます。
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T A I K I  P h o t o  G r a p h

　

１２/７　つきたて餅モッチモチ
　尾田認定こども園で、年末恒例行事の「もちつき」
を行いました。
　昔ながらの杵と臼を使用し、園児たちが力強
く杵を振り上げ、「ヨイショ」の掛け声とともに「ペ
ッタンコ」と汗をかきながら美味しいお餅を完
成させました。
　ビヨ～ンと伸ばしながら、「あんこ」や「きなこ」
でいただきました。つきたて最高！

　

１２/２２　歴代最長記録更新！
　町内での交通事故死ゼロの日数が、２，０００日
を達成し、北海道知事から地域一体となった交
通安全運動の推進に対し感謝状が授与されました。
旗の波運動や防犯パトロールなど、地域の皆
さまの協力による地域安全推進協議会の活動
はもとより、全町民の交通安全に対する心掛
けのたまものです。今後も一丸となって記録
を更新していきましょう。

まだまだ頑張るペッタン！ペッタン！

　
１２/ ９　和牛カレーにワクワク
　地元食材を使用した「ふるさと給食」が、
大樹小・中、高校で行われました。
　子どもたちは、大樹町和牛生産改良組合か
ら寄贈いただいた大樹和牛のカレーライスを
おなかいっぱい食べました。小学校の１年生は、
酒森町長や安田議長と一緒の給食タイムで少
し緊張気味でしたが、カレーの美味しさに満
点の笑顔を見せてくれました。

　
１/ １　新春の湯「満喫」

　晩成温泉では今年も正月開館を行い、三が日
で１，０００人以上の来場がありました。
  １日は、「みかん」と「おしるこ」が無料で
振る舞われ来場者もニッコリ。
　「初日の出」を見るため海岸に集まった皆さんは、
冷えた身体を温泉で温め、新年の幕開けとと
もに極楽気分を味わいました。

ふるさとの味にご満悦！！

十勝地区交通安全推進協議会鳥井副会長（中央）から表彰状

を授与された大樹町地域安全推進協議会三浦会長（右）

初日の出をバックに「ハイチーズ」

午前６時の開館とともに来場者が押
し寄せました
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FILE.６５

こちら航空宇宙推進室

北海道大学が
「宇宙の町」の都市デザインを提案！

　１２月２１日、北海道大学建築都市コースの学生たちが、宇宙のまちづくりを展開する大樹町の将来
の都市デザインをまとめ、町に対して提案を行いました。概要は、宇宙産業をきっかけに定住・関係
人口の増加を想定（約１万人）し、役場周辺と旧大樹駅の２つのエリアに観光やビジネスの拠点を整
備し、町民や来訪者が交流するまちづくりを描いたものです。
　本提案は、北海道大学大学院建築設計学研究室准教授の松島氏が大樹町の宇宙のまちづくりについ
て興味を抱き、学生の研究題材に大樹町を選定したことがきっかけです。また、提案作成にあたり、
学生らは昨年１０月下旬に大樹町内で実際にフィールドワークを行っています。
　提案内容は、大樹町の課題として、宇宙をはじめとする地域資源間の連携不足などを指摘し、解決
策として観光や宇宙関連拠点となる役場周辺エリアと、ビジネス関連の拠点となる旧大樹駅エリアの
離れた２つの拠点を整備し、町全体で活性化するような都市空間がデザインされており、町の今後の
将来の姿を検討するうえで参考になる点が多くありました。

役場周辺エリア都市デザイン模型 旧大樹駅周辺エリア都市デザイン模型
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地
域
お
こ
し
協
力
隊 

　
　
長
谷
川 

彩 

の
活
動
報
告
書

ｖｏｌ.27

　

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
、
お
す
す
め
の
本
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
「
あ
の
人
の
こ
ん
な
本
」。

第
24
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
森
下
有
さ
ん
で
す
。

　

芽
武
地
区
に
あ
る
メ
ム
ア
ー
ス
ラ
ボ
を

拠
点
に
研
究
を
続
け
て
い
る
森
下
さ
ん
。

ご
専
門
は
建
築
で
す
が
、
建
物
の
あ
る
空

間
に
は
、
そ
れ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
あ
り
、
そ
の
全
て
が
森
下
さ
ん
の
研

究
対
象
で
す
。
草
花
や
樹
木
、
鹿
や
牛
、

海
や
川
な
ど
、
私
た
ち
の
周
囲
に
あ
る
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
捉
え
直
し
、
専
門
家
ら
と

協
力
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
私
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
『
関
係
性
』
を
作
っ
て
い
く
べ

き
か
を
日
々
考
え
て
い
ま
す
。
森
下
さ
ん

は
そ
れ
を
「
資
源
の
再
読
」
と
い
う
言
葉

で
表
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
森
下
さ
ん
が
お
す
す
め
し
て
く

れ
た
の
は
、
東
京
大
学
の
東
洋
文
化
研
究

所
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭

を
と
る
佐
藤
仁じ

ん

さ
ん
の
『「
持

た
ざ
る
国
」
の
資
源
論
』
で
す
。「
そ
も

そ
も
自
分
が
使
っ
て
い
る
『
資
源
』
と
い

う
言
葉
を
使
い
続
け
て
良
い
も
の
な
の

か
」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
生
じ
、
友

人
に
勧
め
ら
れ
て
読
ん
だ
の
が
こ
の
本
だ

そ
う
で
す
。「
資
源
」
と
い
う
言
葉
の
起

源
と
歴
史
に
つ
い
て
資
料
を
紐
解
き
、
戦

前
戦
後
の
要
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内

容
に
つ
い
て
、
仔し

さ
い細

に
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
「
日
本
に
は
資
源
が
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
語
ら
れ
始
め
た
の
か
、「
本
当

は
あ
る
の
に
な
い
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
戦
前
戦
後
の
情
勢
に
つ
い
て

も
、
と
て
も
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

　

こ
の
本
の
終
章
に
は
、「
資
源
論
は
何

の
役
に
立
つ
の
か
」（
２
２
４
頁
）
と
い

う
節
が
あ
り
、
森
下
さ
ん
は
「
そ
も
そ
も

何
を
研
究
す
べ
き
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
は
っ
き
り
し
た
根
拠
を
説
明
し

き
れ
ず
や
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

の
『
な
ぜ
』
を
言
葉
で
書
い
て
く
れ
て
い

た
こ
と
に
感
動
し
た
」と
言
い
ま
す
。「
僕

が
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
こ
と
を
こ
ん

な
に
も
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、
僕
は
こ
れ
を
続
け
れ
ば
い
い
ん
だ
」

と
確
信
が
持
て
た
そ
う
で
す
。
自
分
の
し

て
い
る
こ
と
の
正
し
さ
を
証
明
し
て
く
れ

る
本
は
、
自
分
に
と
っ
て
お
守
り
の
よ
う

な
存
在
に
も
な
る
よ
な
ぁ
、
と
森
下
さ
ん

の
お
話
を
聞
い
て
感
じ
た
私
な
の
で
し
た
。

あ
の
人
の
こ
ん
な
　  

「持たざる国」の資源論
佐藤仁 / 東京大学出版会

本

第 24 回

森下　有
ゆう

さん

愛
さ
れ
た
本
屋
さ
ん
の
閉
店

　

皆
さ
ん
、
年
末
年
始
は
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
し
た
か
？　

私
は
実
家
の

あ
る
横
浜
に
帰
省
し
、コ
ロ
ナ
禍
以
来
数
年
ぶ
り
に
東
京
へ
出
か
け
て
、

本
屋
さ
ん
巡
り
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
活
動
報
告
」
と
は
言
い
難
い

で
す
が
、印
象
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
で
お
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
で
働
い
て
い
た
頃
、
私
が
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
い
た
の
は
、

渋
谷
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
と
あ
る
大
型
書
店
で
し
た
。
そ
こ
に
行
け
ば

欲
し
い
本
が
大
抵
手
に
入
り
ま
し
た
し
、
た
だ
ふ
ら
ふ
ら
本
棚
を
眺
め

る
だ
け
で
も
い
つ
も
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
出
の

本
屋
さ
ん
が
１
月
末
で
閉
店
す
る
と
い
う
報
せ
を
受
け
、
今
回
久
し
ぶ

り
の
訪
問
を
し
ま
し
た
。
平
日
の
日
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
店
で
は
た

く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
が
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。「
従
業
員

が
最
後
に
お
す
す
め
し
た
い
本
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
手
書
き
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
ま
じ
ま
じ
と
眺
め
る
人
、
カ
ゴ
に
た
く
さ
ん
の
本
を
詰
め
て
レ
ジ
に

並
ぶ
人
、「
閉
店
の
お
知
ら
せ
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
読
み
込
む
人
、
あ
る

棚
に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
び
っ
し

り
と
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
本
屋
さ
ん
は
、
流
行
の
最
先
端
の
地
に
あ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
の
人
に
愛
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
と
人
の
橋
渡
し
を
し
て
、

お
店
の
歴
史
を
終
え
る
ん
だ
な
と
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い
お
店
が
自
分
の
思
い
出
の
中
に
あ
る
こ
と
が

嬉
し
く
な
り
、
私
も
こ
ん
な
本
屋
さ
ん
を
作
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
た
の
で
し
た
。

東京大学 生産技術研究所

特任講師



生涯学習だより

輝く大樹の星

記録づくめで日本一
スピードスケート堀川桃香選手「最高の１年」

　2022年12月28日～30日、青森県で開催の第90回
スピードスケート全日本選手権に出場した大樹町出身
の堀川桃香さん（富士急行スケート部所属）が3000 m
と5000 m で優勝し、2冠を達成しました。
　3000 m では、４分４秒６６の日本ジュニア新記録
とリンク新記録を樹立し、同競技を代表する高木美帆
選手にコンマ４１秒差で競り勝ちました。
　また、5000 mでは７分１秒５２の好記録をたたき出し、
国内最高記録を2秒79塗り替え、日本ジュニア新記録、
リンク新記録、大会新記録も同時に樹立する快挙とな
りました。
　「オリンピックから始まって、いい終わり方ができた。
最高の一年でした」と、桃香さんが話すように、大き
な飛躍の一年となりました。

　この大会結果を受け、日本スケート連盟は、桃香さんを２月にポーランドで開催されるスピード
スケートのワールドカップ（3000 m、パシュート、マススタート）ならびに同月ドイツで開催さ
れるジュニアワールドカップ（1500 m、3000 m）の代表選手に選出しました。
　桃香さんの今後の活躍から目が離せません。※写真は十勝毎日新聞社提供

　1月7日～8日に帯広市で開催されたスピードスケートの
第５３回全道中学校大会に出場した堀川雄大選手と加藤煌瑛
選手が教育長に大会の結果報告を行いました。
　堀川選手は大会新記録の好タイムで3000 m と5000 m
の2冠を達成し、姉桃香さんについて「かなり刺激になるし、
負けられない」と語りました。
　堀川選手、加藤選手は2月に長野県で開催の全国中学校
スケート大会に出場予定。両名の健闘をお祈りします！

堀川雄大選手 全道二冠、全国大会へ
姉の活躍刺激に

女子3000ｍラストスパートで快走する堀川桃香選手

優勝を果たし表彰台で満面の笑み5000ｍ国内最高記録で優勝。コーチと笑顔でタッチ

教育長へ全道大会の報告に訪れた
堀川雄大選手（左）と加藤煌瑛選手（中央）
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　たのしく

いきいきしあわせづくり

きらりと光る生涯学習



こんにちは！
ＡＬＴ（外国語指導助手）

ノーラン・ボロゾーニです
　みなさん、こんにちは。ノーラン・ボロゾーニです。遅くなりましたが、２０２３年になりました！
今年もよろしくお願いします！お正月はいかがお過ごしでしたか？初日の出をご覧になられましたか？
今年の頑張りたい事や抱負を決めましたか？今年１年みなさんにとって良い１年となりますよう応援
しています。僕はお正月にユタ州の実家に帰り、家族や親戚とボードゲームを楽しみました。アメリ
カでもお正月はもちろん祝日ですが、日本ほどお祝いしません。３１日はパーティーをしたりお酒を
飲んだりして、元旦は二日酔いから回復する１日です。そして、２日は普通の１日に戻ります。
　北海道の冬は寒いと知っていましたが、こんなにも寒くて、こんなにも雪が降るということに驚い
ています。空気が凍っていると感じるくらい寒さを感じています。僕のように北海道に住んでいる方
は「さすがに寒すぎだな」と言っていますが、北海道でしかできないことがたくさんあります。例え
ばワカサギ釣りやスキー、スノーボード、スケートなどです。僕はこのようなアウトドアをものすご
く楽しんでいます。そして寒さが苦手な人は、温泉が最高でしょう。僕は晩成、新得、支笏湖の温泉
に行ってみたいと思っています。
　このように冬の活動は楽しいことばかりですが、冬道の運転には気を付けてくださいね。
　みなさんにスキー場などで会えることを楽しみにしています！

飛んでる！

はい！チーズ！ リフトが止まった！
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　たのしく 　きらりと光る生涯学習いきいきしあわせづくり

ことぶき大学生募集！
　教育委員会では、令和５年度ことぶき大学の受講生を募集しています。
　入学希望の方は教育委員会社会教育課までお申し込みください。現在ことぶき大学に入学さ
れている学生は別途ご案内します。
＜日　　時＞　毎月第２・第４金曜日　午前１０時～午後２時　
　　　　　　　※陶芸・ダンス学部は、第２・第４木曜日　午前１０時～午後２時
＜場　　所＞　生涯学習センター、老人と母子の家、福祉センター
＜対　　象＞　町内にお住まいの６０歳以上の方
＜行　　事＞　始業式、バス研修、大学祭、教養講座、世代間交流、修了式など
＜申込期日＞　令和５年３月３日（金）
＜学部紹介＞

学  部  名 場　所
民謡学部

大樹町生涯学習センター

和 　 室
写真学部 生きがい活動室２
書道学部 視 聴 覚 室
文芸学部 保 育 室
陶芸学部 陶 芸 室
料理学部 調理実習室
絵画学部 生きがい活動１
花木学部 大樹町老人と母子の家 娯 楽 室

ダンス学部 大樹町福祉センター 大 ホ ー ル

【お問い合わせ】教育委員会社会教育課　電話６‐２１３３



《
絵
画
幼
児
部
門
》

　

▼
柚
原
泉
水
（
尾
田
こ
ど
も
園
）

《
絵
画
小
学
生
部
門
》

　

▼
髙
𣘺
陽
葵
（
１
年
）

　

▼
赤
羽
翔
琉
（
２
年
）

　

▼
斉 
藤　
　

綺
（
３
年
）

　

▼
折
笠
健
史
朗
（
４
年
）

　

▼
野
村
織
叶
（
５
年
）

　

▼
佐
藤
優
光
（
６
年
）

《
書
道
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
》

　

▼
小 

島　

 　

唯
（
中
学
３
年
）

優

秀

賞

夢アート＆読書感想文 入賞おめでとう

レッツゴー！未来のオリンピアン

　1月５日、名門池田高校スケ
ート部員に協力いただき、毎年
恒例のスケート教室を開催しま
した。参加した大樹小の団員は、
各種大会で活躍する憧れの選手
から直に教わり、スタートダッ
シュのコツなどを学びました。

　1月５日、第５１回町民スポー
ツスケート大会が開催され、幼
児から６年生までの参加選手が、
寒さに負けず表彰台を目指して
白熱のレースを展開しました。
　午前のスケート教室が功を奏し、
好タイムが続出しました。

　1月９日、全十勝ジュニアスピ
ードスケート選手権大樹大会が開
催されました。
　スケート王国十勝の小学生
３０７人が出場し、雪がちらつく
中、各団の声援を受けながら記
録に挑戦しました。

　今年で２５回を迎えた「たいき・夢・アート展」。まちづくりの夢や将来像を題材にした絵画や書道
など349点が出品され、部門ごとの受賞者に表彰状を授与しました。優秀賞は次の方々です。

《
小
学
校
低
学
年
》

　

▼
石
倉　

成
（
１
年
）

《
小
学
校
中
学
年
》

　

▼
石
倉　

有
（
３
年
）

《
小
学
校
高
学
年
》

　

▼
山
口　
凰
冴
（
６
年
）

《
中
学
校
》

　

▼
川
村　
梓
乃
（
１
年
）

《
高
校
》

　

▼
北
村　
七
海
（
１
年
）

　町内の小中高生を対象とした第４６回「読書感想文コンクール」の表彰式を開催し、
入賞者３３人に表彰状を授与しました。最優秀賞に輝いたのは次の方々です。

最
優
秀
賞

　たのしく いきいきしあわせづくり　きらりと光る生涯学習
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田
野
ま
も
る

　

猛
吹
雪
馬
に
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る
夜
の
道　
　
　
　
　

常
田　

邦
雄
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道
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宮
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和
子

　

曇
ど
ん
て
ん天

を
ぐ
い
と
支
え
る
冬
木
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菅
家　

和
子

　

大
地
い
ま
雪
を
褥

し
と
ね

に
抱
い
て
寝
る　
　
　
　

伊
藤　

や
す

たのしく　いきいきしあわせづくり　きらりと光る生涯学習生涯学習だより

松並コース　
２月１日、１５日（水）
■ 認定こども園たいき前 ( 午前１０時３０分～１１時３０分 )

尾田コース　
２月３日、１７日（金）
■ 尾田認定こども園前 ( 午前１０時３０分～１１時３０分 )
■ 大 樹 小 学 校 前 ( 午後 １ 時０５分～ １ 時２０分 )
■ ｹｱｽﾃｰｼｮﾝひかり前 ( 午後 １ 時３０分～ １ 時５５分 )

鏡町コース  
２月１０日、２４日（金）

■ 海 洋 セ ン タ ー 前 ( 午前１１時００分～１１時５０分 )
■ 大 樹 中 学 校 前 ( 午後 １ 時００分～ １ 時２０分 )

午前１０時３０分～

生涯学習センター 和室

２月８日（水）

○乳幼児を対象に手遊びや

絵本の読み聞かせをします。

午前１０時３０分～

生涯学習センター 児童室

２月４日（土）

○絵本の読み聞かせや紙し

ばいをします。

おりがみ広場もあるよ！
図書館ボランティアどんぐりの会

※社会情勢により、行事が中止・
　変更になることがあります。

　古びた団地の片隅で出会った2人。
取り巻く環境が全く違う少女に訪れ
る幾度かの邂

かいこう

逅は、彼女たちをより
強く結びつけることになっていく。
　人生の転機に互いの幸せを祈るひ
たむきさが胸を打つ物語。

「光のとこにいてね」
一穂　ミチ・著
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社会教育委員だより
令和４年度 ２月号

かぼちゃ団子づくりに挑戦！

高校生が児童の学習を支援
　12 月 26 日～ 28 日、大樹小学校で「冬休みチャレンジスクール」が実施され、７人の大樹高校
生がミドルティーチャーとして参加しました。
　高校生は、プリントや持参した小学生時代に使っていた教科書などを活用しながら児童の学習を
サポートし、児童からは「一緒に勉強できて楽しかった！」「優しく教えてくれて嬉しかった！」
といった感想がありました。活動前後の時間には、高校生が児童と接する中で得た気付きや新たな
工夫を自主的に共有する姿が見られ、教諭の皆さんも感心していました。
　最終日の活動後に職員室で行われた高校生のあいさつでは、「先生の教え方の上手さを改めて実
感した」「自分たちが学んでいた内容と異なる部分が多くて驚いた」「宿題を早々に終え、積極的に
家庭学習に励む姿に感心した」「児童と関われる貴重な機会なので次回も参加したい」などの感想
を発表しました。次回もたくさんの小学生、高校生の参加をお待ちしています！

　12 月 18 日、生涯学習センター調理室で第８回あつまれ！大樹っ子 !!
「冬至目前！かぼちゃ団子作り！」を実施しました。
　大樹町女性団体連絡協議会の山田信子会長以下４人を招き、冬至の
意味とかぼちゃ団子の作り方を学びました。
　調理の前段で、冬至とはどんな日で、どうしてかぼちゃを食べる風
習が生まれたのかが説明され、参加者はクイズ形式の問いかけに元気
よく答えました。
　調理のスタートは一番の難関、かぼちゃの皮むきです。硬くてむき
にくいかぼちゃもアドバイスを受けながら包丁の向きや力加減を工夫
しながら根気よく取り組みました。
　次に細かく切って蒸したかぼちゃをビニール袋に入れ、なめらかに
なるまで手で揉んで潰しました。新鮮な感触に夢中になり、休憩時間
も作業を続ける子どもたちの姿が見られました。きれいに潰したかぼ
ちゃに片栗粉を混ぜ、程よい弾力が出てくると「このまま食べたい！」
という声が挙がりました。その後、フライパンで焼いて砂糖醤油をか
けたものと、鍋で茹でてフルーツの缶詰と合わせたものをつくり、試食しました。
　余ったかぼちゃ団子は、各自で持ち帰ることとなり、子どもたちは「お母さんに自慢する！」「新し
い食べ方を考える！」と意気込んでいました。
　今年度は、あつまれ！大樹っ子！！を残り２回実施しますので、ぜひ参加くださいね！
＜今後のあつまれ！大樹っ子！！の予定＞
①　版画体験（２月）…大樹町内在住の若手芸術家、下山明花さんを講師に、水彩絵の具で版画体験
②　春の壁面飾り作り（３月）…折り紙などを使って小学校の玄関や廊下を彩る壁面飾りを制作



お し ら せ

16TAIKI

国民年金
お得な「前納制度」をご存知ですか？ 
　国民年金保険料は、まとめて前払いすると割引になる「前納制度」（６か月分、１年分、２年分など）
があり、まとめて納入する期間が長いほど割引額が多くなります。
　最も割引額の多い口座振替による２年前納は、毎月納付の場合に比べ、１万５千円程度の割引にな
ります。また、「前納制度」は、納め忘れを防ぐこともできるため、お得で安心できる制度です。

■口座振替による前納（早割）
　６か月、１年、２年前納のほかに、毎月５０円の割引が受けられる早割（当月末に引き落とし）と
いう制度もあります。
　お申し込みは、口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（通帳届出印）のうえ、帯広年金事務所
か金融機関でお手続きください。
※口座振替申出書は年金事務所の窓口、または年金機構ホームページにあります。

■クレジットカードによる前納
　お申し込みは、対象のクレジットカードを持参し、帯広年金事務所でお手続きください。
　【口座振替と、クレジットカードによる前納の申込期限】
　６か月前納（４月～９月分）、１年、２年前納　→２月末まで
　６か月前納（１０月～翌年３月分）→８月末まで

■現金払い（納付書）による前納
　６か月、１年、２年前納のほかに、任意の月から翌年度末までの前納が可能です。
　（６か月、１年前納用の納付書は、当年度分とあわせて４月に送付されます。）
　２年前納や任意の月分からの前納はお申し込みが必要ですので、帯広年金事務所へお問い合わせく
ださい。

　　　　　　  　【お問い合わせ】帯広年金事務所　　電話０１５５‐２５‐８１１３
　　　　　　　　　　　　　　　 住民課国保年金係  電話６‐２１１６

２月７日は 「北方領土の日」 です！
　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島からなる北方四島の早期返還の実現は、
道民はもとより国民の長年にわたる悲願です。
　北海道では昭和４１年から、この北方領土問題の解決に向け、道民世論の結集
を図り、国の外交交渉を積極的に後押しするため、北海道独自の取り組みとして

「北方領土の日」特別啓発期間を定め、一層強力に啓発活動を展開しています。
　２月２０日（月）まで、役場と福祉センターに署名コーナーを設置していますので、
ぜひご協力ください。

【お問い合わせ】総務課総務係　電話６‐２１１１
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　①　９：５０～１０：３０　高齢者保健福祉推進センター「らいふ」前
　②１１：００～１２：００　ＪＡ大樹町駐車場
　③１３：２０～１５：００　役場北側駐車場
　④１５：３０～１６：１０　雪印メグミルク（株）大樹工場前

◆受付時間・実施会場

２００ ｍｌ 献血 ４００ ｍｌ 献血

年 齢 満１６歳～満６９歳までの方 男性 満１７歳～満６９歳までの方
女性 満１８歳～満６９歳までの方

体 重 男性４５ｋｇ・女性４０ｋｇ以上の方 男女とも５０ｋｇ以上の方
献 血 間 隔 男女とも最低１か月 男性３か月・女性４か月
年間献血量 男性 １，２００ ｍｌ 以内・女性 ８００ ｍｌ 以内

◆献血基準

　１．妊娠している方、または過去６か月以内に妊娠していたと認められる方。授乳中の方。
　２．最高血圧が９０ｍｍＨｇ未満の方。
　３．献血により悪化するおそれがある循環器系疾患、その他の疾患にかかっていると認められる方。
　４．熱のある方、そのほか健康状態が不良の方。
　５．新型コロナワクチンの接種後、４８時間を経過していない方。
　※６５歳～６９歳までの方については、６０歳～６４歳までの間に献血されたことがある方に限ります。

◆献血ができない方

２月１日 (水) 移動献血車 「ひまわり号」 来町

【お問い合わせ】　大樹町献血推進協議会事務局「らいふ」保健福祉課健康第２係　電話６‐２１００

国税の納付は「キャッシュレス納付」をご利用ください！
　国税の納付にはさまざまな方法がありますが、中でも、キャッシュレス納付は、簡単・便利に納付
ができますので、ぜひご利用ください。
　キャッシュレス納付を利用すれば、確定申告期などの窓口が混雑する時期に、金融機関や税務署に
出向くことなく、自宅や事務所で納付できます。
●振替納税
　事前に税務署または金融機関に届け出ることで、振替日に預貯金口座から自動的に納付ができます。
　なお、一度届出を行えば継続してご利用が可能です。
●クレジットカード納付
　パソコン・スマートフォンなどから、「国税クレジットカードお支払サイト」にアクセスし、必要
事項を入力するだけで納付ができ、事前の届出は必要ありません。なお、納付税額に応じた決済手数
料がかかります。
●その他の納付手段
　スマホアプリ納付・ＱＲコードを利用したコンビニ納付・ダイレクト納付・電子納税など、ご自身
に合った納付手段を選択できます。
※ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

【お問い合わせ】帯広税務署　電話０１５５‐２４‐２１６１（代表）

詳しくはこちら→
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身近な家電製品などから出火する火災に注意！！
　皆さんは「リコール」という言葉をご存じでしょうか？
　例えば電子レンジなどの電化製品に欠陥があると判明した場合、製造者・販売者の判断で、無償修
理や交換を行い、火災などの事故、トラブルを防止する制度のことです。

【リコール情報を入手する方法】
１．インターネット
　消費者庁、国土交通省などのホームページに各種製品のリコール情報や事故情報が
公開されていますので確認しましょう。とかち広域消防事務組合ホームページに詳し
い内容が掲載されていますので、ＱＲコードからアクセスしてください。

２．電話相談
　多くのメーカーでは、電話で相談用窓口を開設しています。使用している製品など
に不安を感じたときは、メーカーに直接電話をして確認しましょう。

【お問い合わせ】　大樹消防署予防係　電話６‐２１９９

大樹１１９通信

“どうぞ”がブームの穂嵩くん。

なかよしなお兄ちゃんとたくさん

遊んで、すくすく元気に育ってね！

恭弥♥みのり

ボール遊びやお散歩が大好きな来藍☆

これからもいっぱい食べて、すく

すく育ってね♡

海斗♥琴音

私たちの所に来てくれてありがとう。

皆を幸せにしてくれてありがとう。

パパとママをこれからも笑顔いっ

ぱいで癒し続けてね碧音。

桂太♥香織

お子さんの写真を募集しています。ご協力いただける方は、企画商工課広報統計係 電話６‐２１１４へご連絡ください。

田邉　来
く ら ん

藍ち
　ゃ
　ん（寿町）令和３年１１月１３日生まれ

須藤　穂
ほ だ か

嵩ち
　ゃ
　ん（本町）令和３年１１月１５日生まれ

石井　碧
あ お と

音ち
　ゃ
　ん（浜大樹）令和３年１０月１８日生まれ
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大樹消防団　新入団員募集

大樹町の防火・防災のために力を発揮してみませんか？

　大樹消防団では次の地区で活躍してくれる方を募集
しています！
　女性消防団員１名、生花地区２名、尾田地区３名

消防団は地域を守るために活動しています！
　消防団は市町村に設置される消防機関で、普段は自らの仕事を持ちながら活動する非常勤特別職の
地方公務員です。「自らの地域は自らで守る」という精神で地域に密着し、「住民の安心と安全を守る」
ためになくてはならない存在です。

平常時の活動

　月１回の定例訓練（消火訓練や応急手当訓練など）
だけではなく、家庭への防火訪問や広報活動など
予防活動にも積極的に取り組んでいます。保育園
での防火教育や子ども向けの雪像を作成して予防
啓発活動も行っています。

災害時の活動

　火災発生時における消火活動、災害発生におけ
る救助活動などの際にメールや電話にて召集され、
消防署に駆けつけて出動します。消火活動の際は
初期消火や後方支援など、その場に応じた活動を
展開します。

※女性消防団員は防火啓発活動や広報活動が主で、火災出動などは行いません。

入団するためには？

　入団資格は１８歳以上で大樹町内に居住してい
る方、または勤務している方で、心身共に健康で
あれば男性、女性問わず入団できます。

待遇はどうなっているの？
　年報酬（３６，５００円～）や出動報酬１日につ
き（災害８，０００円、訓練４，３００円～）などが支
給されます。そのほか、制服などの貸与や退団さ
れた際は退職報償金などもあります。

大切な大
ま ち

樹町を 大切なひとを 私たちの手で守りたい

消防団に興味や入団希望のある方は、気軽にお問い合わせください
　　　　　　　 大樹消防署管理係　電話６‐２１９９

新しく任用された消防団員を紹介します！

◆１２月１日付入団（第１分団）山口蒔史
◆ １ 月１日付入団（第１分団）藤原義太郎
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落氷雪事故防止などのお願い
　毎年、冬になると、落氷雪による死傷事故が多く発生します。
　皆さんも冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、通行を円滑にし、冬の事故をなくすため、
次のことにご注意ください。
１．落氷雪の心配がある沿道の家屋は、雪止めを設置しましょう。
２．雪止めを設置している場合でも老朽や破損がないか必ず点検しましょう。
３．落氷雪は、気温がマイナス３℃からプラス３℃で発生しやすくなります。
　　除雪は早めに必ず複数人で行い、歩行者や付近の子どもに十分注意しましょう。
４．軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意しましょう。
５．軒下や道路では、絶対に子どもを遊ばせないようにしましょう。
６．落氷雪があった場合は、直ちに負傷者がいないか確認するとともに、歩行者の通行の支障になら
　　ないように直ちに除去しましょう。
７．交通事故や交通障害防止のため、屋根からの落氷雪や敷地内の雪は、絶対に道路に出さないでください。

【お問い合わせ】　帯広開発建設部広尾道路事務所　電話２‐３１４８

農業生産資材等高騰対策事業交付金の申請について
　農業用生産資材高騰対策として、町内農業経営体の方に対し、経営支援を図ることを目的に交付金
を支給します。
　現在、交付申請を受け付けていますので忘れずに手続きをしてください。

【支援内容】
・交付対象者：大樹町内に住所を有する農業経営体（個人および法人）
・均 等 割：１経営体あたり５０，０００円
・面 積 割（肥料高騰対策）：１０ａあたり２００円（農地台帳耕作者面積）
・飼養頭数割（飼料高騰対策）：▶２６か月齢以上の乳用牛１頭あたり１，０００円
　　　　　　　　　　　　　　 ▶２６か月齢未満の乳用牛１頭あたり３００円　
　　　　　　　　　　　　　　 ▶肉用牛１頭あたり３００円

【申請期日】　令和５年２月１０日（金）

【申請・お問い合わせ】　農林水産課農政係・畜産係　電話６‐２１１５

【お問い合わせ】　自衛隊帯広募集案内所　電話０１５５‐２３‐８７１８

募集種目 募集資格 受付期間 試験日

自衛官候補生
（陸上・海上・航空の男女） １８歳以上３３歳未満の者 ２月８日まで ２月１２日

予備自衛官補
一般 １８歳以上３４歳未満の者

４月６日まで ４月８日～２３日の
指定する日

技能 　１８歳以上で国家免許資格などを有する者

自衛官の募集
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町立病院　２月の夜間診療

　日中、受診できない場合は夜間診療をご利用ください。
通常の外来診療と同様に、血液検査やレントゲン検査な
どの体制も整えています。
　なお、風邪症状のある場合は、受診できません。通常
の診療時間内にお電話ください。

●受付時間　午後５時～６時
●薬の処方　院外の調剤薬局となります。

　【お問い合わせ】　町立病院事務局　電話６‐３１１１

日　　　　程 担当医師
２月 １日（水）  岩　渕　医師
２月 ８日（水）  紺　野　医師
２月１５日（水）  藤　岡　医師
２月２２日（水）  辻　野　医師
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南十勝環境衛生センター（ごみ処理施設）ごみ受入時間の変更
　４月３日（月）から南十勝環境衛生センターへのごみの受入時間を変更します。
〇変更前  平日：午前９時～午後４時３０分

〇変更後  平日〔午前〕９時～１２時
　　 　　　　  〔午後〕１時～４時３０分
※正午から午後１時の間は昼休業のため、ごみの受け入れは行いません。

【お問い合わせ】　住民課住民活動係　電話６‐２１１６

みんなチェック！最低賃金

令和４年１０月２日からの

   　　　最低賃金は ９２０円

北海道内の事業場で働くすべての労働者

（会社員、パート、アルバイト、学生など働

くすべての人）とその使用者に適用されます。



21 ◯火 離乳食とお口の発達相談（10：00～）　ら

22 ◯水
ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

消費生活相談（12：00～）　役

子ども未来塾（14：30～）　学

23 ◯木 天皇誕生日

24 ◯金 音楽体操教室※（10：00～）　福

25 ◯土

26 ◯日

27 ◯月 町税・各種使用料「夜間収納窓口」（17：15～）　役

28 ◯火

乳児健診（12：30～）　ら

健康マージャン教室（13：30～）　福

認知症あいじゅカフェ（13：30～）　ら

町税・各種使用料「夜間収納窓口」（17：15～）　役

ホームページアドレス　https：//www.town.taiki.hokkaido.jp/
メ ー ル ア ド レ ス　mailmaster＠town.taiki.hokkaido.jp

総人口 5,437人（±0）／男 2,730人（－4）／女 2,707人（＋4）／世帯数 2,794戸（＋4）　　12月31日現在／（　）内前月比

役＝役場　学＝生涯学習センター　図＝図書館

ら＝らいふ　経＝経済センター　福＝福祉センター　

※＝少人数で実施
 ２月 カレンダー

１ ◯水
ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

消費生活相談（12：00～）　役

子ども未来塾（14：30～）　学

２ ◯木
すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

3 ◯金

ことぶき大学開講日（10：00～）　学

音楽体操教室※（10：00～）　福

レクレーション吹き矢 (13：30～)　福

もぐもぐ教室（13：30～）　ら

４ ◯土 土曜おはなし会（10：30～）　図

５ ◯日 真冬の感謝祭（10：00～）　学

６ ◯月

７ ◯火 １歳６か月児歯科健診 (13：10～)　ら

８ ◯水

ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

こあらの会（10：30～）　図

消費生活相談（12：00～）　役

子ども未来塾（14：30～）　学

９ ◯木
フッ素塗布（10：00～/13：00～）　ら

すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

10 ◯金
１歳児相談（10：00～）　ら

音楽体操教室※（10：00～）　福

11 ◯土
建国記念の日
親子陶芸教室（10：00～）　学

12 ◯日

13 ◯月

14 ◯火 健康マージャン教室（13：30～）　福

15 ◯水

ふまねっとクラブ※（10：00～）　福

消費生活相談（12：00～）　役

運転免許証更新時講習会
（優良13：30～/ 一般14：15～）　経

子ども未来塾（14：30～）　学

16 ◯木
すっきりエクササイズ（14：00～）　福

いいサイズクラブ（19：00～）　福

17 ◯金
ことぶき大学開講日（10：00～）　学

音楽体操教室※（10：00～）　福

レクレーション吹き矢 (13：30～)　福

18 ◯土

19 ◯日

20 ◯月
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